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(57)【要約】
　術者は、旧内視鏡プロセッサを含む旧内視鏡システム
の設定値に設定しようとする場合には、システム設定を
選択し（Ｓ４）、検査部位を指定（Ｓ５）する等した後
、例えば最新の設定値に設定する事を選択した場合には
、検査部位に対応する旧基準画像を読み出し、旧基準画
像と閾値以下のずれ量となる新基準画像に対応する新設
定値を、最新の設定値に近い設定値として新内視鏡プロ
セッサを含む新内視鏡システムの設定を行う。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１内視鏡プロセッサ及び第２内視鏡プロセッサが接続されるように構成された接続部
と、
　前記接続部に接続された前記第１内視鏡プロセッサから入力される第１内視鏡画像信号
の生成の処理において設定された第１設定値及び前記第１内視鏡プロセッサの利用履歴を
含む利用情報を記録する記録部と、
　前記第１内視鏡プロセッサの接続後に前記接続部に接続された前記第２内視鏡プロセッ
サの第２内視鏡画像信号の生成の処理において設定された第２設定値を、前記記録部に記
録された前記第１設定値及び前記利用情報に基づいて生成する設定処理部と、
　を有することを特徴とする医療用サーバシステム。
【請求項２】
　前記第１設定値で動作する前記第１内視鏡プロセッサは、前記利用情報の状態において
生成した第１画像が第１特徴量を有し、
　前記第２設定値で動作する前記第２内視鏡プロセッサは、前記利用情報の状態において
生成される第２画像が、第２特徴量を有し、
　前記設定処理部は、前記第１特徴量と前記第２特徴量とのずれ量が所定の閾値以下か否
かの判定を行う判定部と、
　前記ずれ量が所定の閾値以下となるように前記第２内視鏡プロセッサにおいて変更可能
なパラメータを変更して前記第２設定値を生成するパラメータ変更部と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の医療用サーバシステム。
【請求項３】
　前記記録部は、ユーザが前記第１内視鏡プロセッサを用いて、検査した臓器の情報を前
記利用情報として、記録することを特徴とする請求項１に記載の医療用サーバシステム。
【請求項４】
　前記記録部は、所定の周期で所定の期間分の前記利用情報を記録することを特徴とする
請求項１に記載の医療用サーバシステム。
【請求項５】
　更に、前記第１内視鏡プロセッサを構成する互いに機能が異なる複数の第１回路におい
てそれぞれ設定された前記第１設定値を生成する第１パラメータにおいて生成される前記
第１画像となる第１基準画像と、前記第１内視鏡プロセッサを構成する互いに機能が異な
る複数の第２回路においてそれぞれ設定された前記第２設定値を生成する前記パラメータ
が所定のパラメータ値の場合の第２パラメータにおいて生成される前記第２画像となる第
２基準画像と、を予め記録する画像記録部を有することを特徴とする請求項２に記載の医
療用サーバシステム。
【請求項６】
　前記判定部は、前記第１基準画像を形成する成分画像の信号値に対する出現数分布を表
す第１ヒストグラムと、前記第２基準画像を形成する成分画像の信号値に対する出現数分
布を表す第２ヒストグラムとをそれぞれ前記第１特徴量、第２特徴量とし、少なくとも複
数の代表的な信号値において、前記第１ヒストグラムと前記第２ヒストグラムとの差の積
算値の絶対値が前記所定の閾値以内のずれ量であるか否かを判定することを特徴とする請
求項５に記載の医療用サーバシステム。
【請求項７】
　前記記録部及び前記設定処理部を含むサーバを有し、
　前記サーバは、前記接続部を介して該サーバに接続された前記第１内視鏡プロセッサ又
は前記第２内視鏡プロセッサから、定期的に前記第１設定値及び前記利用情報又は第２設
定値及び前記第２内視鏡プロセッサの利用情報を取得し、前記記録部に記録するように制
御することを特徴とする請求項１に記載の医療用サーバシステム。
【請求項８】
　前記サーバは、前記接続部を介して該サーバに接続された前記第１内視鏡プロセッサを
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使用するユーザ又は前記第２内視鏡プロセッサを使用するユーザから、前記記録部に記録
された前記第１設定値又は前記第２設定値の送信要求に対して、送信要求された前記第１
設定値又は前記第２設定値の情報を前記第１内視鏡プロセッサ又は前記第２内視鏡プロセ
ッサ側に返信することを特徴とする請求項７に記載の医療用サーバシステム。
【請求項９】
　前記サーバは、前記接続部を介して該サーバに接続された前記第１内視鏡プロセッサ又
は前記第２内視鏡プロセッサから、現在設定されている設定値の情報が送信された場合に
は、送信された前記設定値の情報を前記記録部に記録するように制御することを特徴とす
る請求項７に記載の医療用サーバシステム。
【請求項１０】
　前記サーバは、前記接続部を介して該サーバに接続された前記第１内視鏡プロセッサ及
び前記第２内視鏡プロセッサの場合を含む内視鏡プロセッサから、該内視鏡プロセッサの
設定値の情報、前記内視鏡プロセッサと共に使用される内視鏡、前記内視鏡プロセッサ及
び前記内視鏡の機種、前記内視鏡プロセッサのシリアル番号、前記内視鏡プロセッサが設
置された施設名、前記内視鏡プロセッサを使用するユーザ名、前記内視鏡プロセッサの前
記利用情報を形成する利用回数の情報を、定期的に取得して、前記記録部に記録情報とし
て取得した時間情報と共に記録し、更に前記内視鏡プロセッサ側から送信を要求された前
記記録情報を前記内視鏡プロセッサ側に送信するように制御することを特徴とする請求項
７に記載の医療用サーバシステム。
【請求項１１】
　前記設定処理部は、前記第２内視鏡プロセッサにおいて変更可能なパラメータ範囲内に
おいて、前記パラメータの値を変更して前記ずれ量が前記所定の閾値以下となる前記第２
設定値を生成する処理と、前記パラメータ範囲よりも狭いメニュー範囲内におけるパラメ
ータの値を変更して前記ずれ量が前記所定の閾値以下となる前記第２設定値を生成する処
理との一方を選択する選択部を有することを特徴とする請求項２に記載の医療用サーバシ
ステム。
【請求項１２】
　前記設定処理部は、前記第２内視鏡プロセッサを用いた内視鏡検査が行われる場合の臓
器が第１の利用情報として指定された場合には、指定された前記臓器を検査した条件を満
たし、さらに第２の利用情報としての指定された期間において前記第２内視鏡プロセッサ
を用いた内視鏡検査が行われる場合の設定値を前記第１設定値として前記第２設定値を生
成することを特徴とする請求項２に記載の医療用サーバシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡画像を生成する内視鏡プロセッサの設定を行う医療用サーバシステム
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、医療分野などにおいて、撮像素子を備えた内視鏡は広く用いられるようになって
いる。また、内視鏡により撮像された撮像信号は、内視鏡プロセッサにより画像信号に変
換され、モニタにおいて内視鏡画像として表示され、術者は、モニタに表示される内視鏡
画像を観察して、患部等の診断を行う。 
　内視鏡プロセッサを新しいものに変更した場合、従来の古い内視鏡プロセッサの場合と
同じ特性で使用できることが望まれる場合がある。 
　例えば、第１の従来例としてのＷＯ２０１３／０３１５１２号公報は、少なくとも一部
の設定が共通な内視鏡プロセッサ１３Ａと１３Ｂとを含み、所定の操作に基づき、上位の
優先順に決定された内視鏡プロセッサ１３Ａの設定内容を、下位の優先順位に決定された
内視鏡プロセッサ１３Ｂへ送信し、内視鏡プロセッサ１３Ｂにおいて、受信した内視鏡プ
ロセッサ１３Ａの設定内容のうち、内視鏡プロセッサ１３Ｂの設定内容と共通する設定を
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、受信した内視鏡プロセッサ１３Ａの設定内容に変更する内容を開示している。
【０００３】
　また、第２の従来例としての日本国特開２００７－２９８２０４号公報は、データバッ
クアップ用の記憶手段を新たに設けること無く、給湯器のリモコンのリモコン通信機能が
故障していてもデータを新しいユニットに移植できる新旧ユニット間のデータ移植方法を
開示している。 
　この新旧ユニット間のデータ移植方法は、インターネットＮを介してデータ通信を行う
通信手段を備え、記憶手段に記憶されたデータをデータ管理サーバに定期的に送信し蓄積
させる制御構成を備えた給湯器のリモコンを交換するにあたり、リモコンの交換後に、携
帯電話機を通じて交換した旧リモコンのロット番号と交換後の新リモコンのロット番号を
データ管理サーバに送信して両者の関連付けを行い、この関連付けに基づいてデータ管理
サーバから新リモコンに対して蓄積しているデータの送信を行わせる。 
　また、第２の従来例は、交換した新リモコンに旧リモコンのデータをそのまま送信して
、旧リモコンと同じ状態で使用できるようにすることと、交換する際にデータの形式変更
や不要なデータを削除、新たな項目の追加等のデータを加工することを開示している。
【０００４】
　上記第１の従来例及び第２の従来例とも、一方の内視鏡プロセッサ、又は旧リモコンの
利用情報を考慮した設定を行っていない。また、第２の従来例では、２つの内視鏡プロセ
ッサが同時に利用される場合を想定した設定を行うため、旧内視鏡プロセッサが故障した
ような場合には新内視鏡プロセッサにおいて旧内視鏡プロセッサに近い特性で使用するよ
うな設定を行うことができない場合が発生する。 
　このため、旧内視鏡プロセッサが故障したような場合においても、新内視鏡プロセッサ
の設定を簡単に行うことができることが望まれる。 
　また、旧内視鏡プロセッサの機種の特性が変更（改定）されたような場合には、新内視
鏡プロセッサを、旧内視鏡プロセッサの設定内容に近い設定内容に設定することが望まれ
る場合もあり、利用情報に応じて設定ができるようにして、ユーザに対する操作性を確保
できることが望まれる。 
　本発明は上述した点に鑑みてなされたもので、故障や機種の特性が変更になった場合に
対しても古い内視鏡プロセッサの利用情報に基づいて、新しい内視鏡プロセッサを、古い
内視鏡プロセッサに対応した設定内容に簡単に設定ができる医療用サーバシステムを提供
することを目的とする。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一態様の医療用サーバシステムは、第１内視鏡プロセッサ及び第２内視鏡プロ
セッサが接続されるように構成された接続部と、前記接続部に接続された前記第１内視鏡
プロセッサから入力される第１内視鏡画像信号の生成の処理において設定された第１設定
値及び前記第１内視鏡プロセッサの利用履歴を含む利用情報を記録する記録部と、前記第
１内視鏡プロセッサの接続後に前記接続部に接続された前記第２内視鏡プロセッサの第２
内視鏡画像信号の生成の処理において設定された第２設定値を、前記記録部に記録された
前記第１設定値及び前記利用情報に基づいて生成する設定処理部と、を有する。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
【図１】図１は本発明の第１の実施形態の医療用サーバシステムの構成を示す図。
【図２】図２は図１における１つの内視鏡システムの内部構成を示す図。
【図３】図３は内視鏡システムにおける主なパラメータの設定範囲とメニューにより設定
できるメニュー範囲とを表形式で示す図。
【図４】図４はサーバが取得する情報の詳細を示す図。
【図５】図５は本実施形態において使用される内視鏡の機種を表形式で示す図。
【図６】図６はサーバにより取得される情報例と、取得された情報から統計処理により算
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出される推奨例等を表形式で示す図。
【図７】図７はサーバに対して時間的に前に接続された内視鏡システムと、後に接続され
た内視鏡システムの構成を示す図。
【図８】図８は第１の実施形態の代表的な動作の場合の処理内容を示すフローチャート。
【図９】図９は図８における旧基準画像と新基準画像との差が閾値以下となるようにパラ
メータを変更する処理を示すフローチャート。
【図１０】図１０は利用される内視鏡プロセッサの数に応じて分類された施設規模におい
て推奨される推奨値を統計的に算出する処理示すフローチャート。
【図１１】図１１は図８において更に所定期間の経過毎に設定値の情報及び利用情報を記
録する処理を示すフローチャート。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態を説明する。 
（第１の実施形態）
　図１に示すように本発明の第１の実施形態の医療用サーバシステム１は、内視鏡システ
ムを製造するメーカ内に配置されたサーバ２を含むネットワーク装置３と、ネットワーク
装置３に通信回線４を介して接続された複数の施設（図１では１つのみ示す）５内に配置
された内視鏡システム６Ａ，６Ｂと、を有する。図１では、１つの施設５における２つの
検査室７Ａ，７Ｂに、それぞれ内視鏡システム６Ａ，６Ｂを配置した例を示している。 
　図１では１つの施設５が２つの内視鏡システム６Ａ，６Ｂを備える例を示しているが、
規模が小さい小病院のような施設では１つの内視鏡システムのみを有する場合もあり得る
。また、規模が小病院よりは大きい中病院のような施設では小病院の場合よりは台数等が
多い内視鏡システムを有し、中病院より規模が大きい大病院のような施設ではより多くの
台数の内視鏡システムを有する。このため、以下に用いる内視鏡システム６ＩにおけるＩ
は、Ａ，Ｂの場合に限らず、Ａ，Ｂ，Ｃ，…の場合も含む。
【０００８】
　内視鏡システム６Ｉは、検査（又は観察）を行うための内視鏡１１Ｉと、内視鏡１１Ｉ
に照明光を供給する光源装置１２Ｉと、内視鏡１１Ｉに搭載された撮像素子に対する信号
処理を行い、画像信号（映像信号）を生成する画像処理装置としての内視鏡プロセッサ１
３Ｉと、内視鏡画像を表示する表示装置としてのモニタ１４Ｉと、内視鏡プロセッサ１３
Ｉに接続されたキーボード１５Ｉと、周辺機器としてのビデオテープレコーダ（ＶＴＲと
略記）１６Ｉ及びプリンタ１７Ｉと、を有する。なお、光源装置を内視鏡プロセッサ１３
Ｉの内部に納めた光源一体型のプロセッサを備えた内視鏡システムとして構成してもよい
。 
　撮像素子を備えた内視鏡１１Ｉとしては、先端部内に撮像素子３５（図２参照）を内蔵
した電子内視鏡と呼ばれる内視鏡１１Ａと、ファイバスコープ等により構成される光学式
内視鏡１８の接眼部に、撮像素子を内蔵したテレビカメラ１９を装着したテレビカメラ装
着の内視鏡１１Ｂとがある。 
　内視鏡１１Ｉは、患者の体内に挿入される挿入部２１と、挿入部２１の基端（後端）に
設けられた操作部２２と、操作部２２から基端が延出されたライトガイドケーブル２３を
有する。
【０００９】
　また、内視鏡１１Ａの場合には、操作部２２から基端が延出された信号ケーブル２４を
有し、ライトガイドケーブル２３及び信号ケーブル２４の末端の光源コネクタ２５及び信
号コネクタ２６は、それぞれ光源装置１２Ａと内視鏡プロセッサ１３Ａにそれぞれ着脱自
在に接続される。 
　一方、内視鏡１１Ｂの場合には、テレビカメラ１８ｂから信号ケーブル２４の基端が延
出され、ライトガイドケーブル２３及び信号ケーブル２４の末端の光源コネクタ２５及び
信号コネクタ２６は、それぞれ光源装置１２Ｂと内視鏡プロセッサ１３Ｂにそれぞれ着脱
自在に接続される。 
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　なお、光源装置１２Ｉ及び内視鏡プロセッサ１３Ｉには、上記のように内視鏡の構造事
態が異なるタイプの内視鏡や、検査（又は観察）しようとする検査部位（観察部位、臓器
）に対応して挿入部２１の外径等が設定された機種（種類）が異なる内視鏡を接続するこ
とができる。 
　ネットワーク装置３は、内視鏡システム６Ｉの設定情報を記録する等の機能を有するサ
ーバ２と、内視鏡プロセッサ１３Ｉに一端が接続された通信回線４の他端が接続される、
接続部を形成するハブ１０とを有し、内視鏡プロセッサ１３Ｉは通信回線４及びハブ１０
を介してサーバ２と通信可能（情報の送受信が可能となるよう）に接続される。
【００１０】
　サーバ－２は、内視鏡システム６Ｉを構成する内視鏡プロセッサ１３Ｉの各種の情報を
取得し、取得した各種の情報を保存する。 
　従って、内視鏡プロセッサ１３Ｉが、仮に故障したような場合においても、内視鏡プロ
セッサ１３Ｉと同じ機種の新しい内視鏡プロセッサ１３Ｉをネットワーク装置３に接続し
、故障した内視鏡プロセッサ１３Ｉの場合と同じ設定状態に設定することができるように
している。 
　また、サーバ２は、ネットワーク装置３に接続された新しい内視鏡プロセッサの設定値
を、当該内視鏡プロセッサよりも時間的に前にネットワーク装置３に接続された古い内視
鏡プロセッサ（又は旧内視鏡プロセッサ）の設定値に近い値に設定することもできるよう
にしている。 
　また、今まで使用していた内視鏡プロセッサ１３Ｉの機種が改定されたような場合にお
いても、改定前に近い設定状態に設定できるようにして、使い易いシステムを構築できる
ようにしている。 
　例えば、改定前の古い内視鏡プロセッサ１３Ａを交換して改定された新しい内視鏡プロ
セッサ１３Ａ′を用いて内視鏡装置を形成したような場合においても、本実施形態は、改
定前の古い内視鏡プロセッサ１３Ａの利用情報に基づいて、新しい内視鏡プロセッサ１３
Ａ′の設定を簡単に行うことができるようにしている。
【００１１】
　図２は１つの内視鏡システム６Ａの具体的な構成を示す。 
　図２に示すように内視鏡１１Ａは、照明光を導光（伝送）するライトガイド３１が挿通
され、このライトガイド３１はライトガイドケーブル２３の端部（末端）の光源コネクタ
２５が光源装置１２Ａに接続される。 
　光源装置１２Ａは、広帯域観察モード（ＷＬＩモード）と、特殊光観察モードを構成す
る狭帯域光観察モード（ＮＢＩモード）との２つの観察モードに対応した照明光を発生で
きるように広帯域観察用発光ダイオード（ＷＬＩ－ＬＥＤと略記）３２ａと、狭帯域用Ｌ
ＥＤ（ＮＢＩ－ＬＥＤ）３２ｂとの２つの光源と、ダイクロイックミラー３３ａと、集光
レンズ３３ｂと、２つのＬＥＤの発光を切り替える制御と、２つのＬＥＤの発光量を制御
する光源制御回路３４とを有する。 
　なお、図２においては、光源装置１２ＡとしてＬＥＤを用いた構成例を示しているが、
例えばキセノンランプを用い、キセノンランプの光を回転可能な円板の周方向に配置した
広帯域観察用フィルタ、狭帯域用フィルタを選択的に通して、２つの観察モードに対応し
た照明光を生成するようにしても良い。なお、特殊光観察モードとして、さらに蛍光観察
モード用の励起光を発生する光源を備えた光源装置を採用することにより、蛍光観察を行
うこともできる。
【００１２】
　ＷＬＩ－ＬＥＤ３２ａは、例えば可視の波長帯域をカバーする白色光を発生し、白色光
は、ダイクロイックミラー３３ａを殆ど透過して集光レンズ３３ｂにより集光されてライ
トガイド３１に、ＷＬＩ用照明光として入射する。 
　ＮＢＩ－ＬＥＤ３３ｂは、例えば青の波長帯域における１つ又は２つの狭帯域光を発生
し、該狭帯域光はダイクロイックミラー３３ａで選択的に反射され、集光レンズ３３ｂに
より集光されてライトガイド３１に、ＮＢＩ用照明光として入射する。 
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　ライトガイド３１は、光源装置１２Ａから入射された照明光を伝送し、先端面から出射
し、内視鏡１１Ａ（の挿入部２１）が挿入された体内を照明する。 
　また、内視鏡１１Ａ（の挿入部２１）の先端部には、光学像を結ぶ（図示しない）対物
レンズが配置され、その結像位置に電荷結合素子等の光電変換を行う撮像素子３５が配置
されている。 
　また、内視鏡１１Ａは、撮像素子３５が接続され、バッファ回路等により構成される映
像（又は画像）インタフェース（図２では映像ＩＦと略記）３６と、内視鏡１１Ａの撮像
素子３５等の情報を格納した不揮発性メモリ３７と、内視鏡機種情報を含む内視鏡識別情
報（内視鏡ＩＤ）を格納した内視鏡ＩＤ格納部（図２では簡略的に内視鏡ＩＤで示す）３
８とを有する。なお、内視鏡（の）機種は、内視鏡（の）種別又は種類と同じ意味である
。
【００１３】
　内視鏡１１Ａの信号コネクタ２６を、内視鏡プロセッサ１３Ａに接続することにより、
映像インタフェース３６、不揮発性メモリ３７、内視鏡ＩＤ格納部３８は、内視鏡プロセ
ッサ１３Ａ内のインタフェース回路４１と接続される。 
　インタフェース回路４１は、映像インタフェース３６に接続される映像（又は画像）イ
ンタフェース４１ａと、不揮発性メモリ３７に接続されるメモリインタフェース４１ｂと
、内視鏡ＩＤ格納部３８に接続され、内視鏡機種を検知する内視鏡機種検知回路４１ｃを
有する。 
　そして、撮像素子３５により光電変換された撮像信号は、映像インタフェース３６、４
１ａを介して映像信号（画像信号）となり、内視鏡プロセッサ１３Ａ内の映像信号処理回
路（又は画像信号処理回路）４２に入力される。映像インタフェース４１ａは、例えばプ
リアンプ、相関二重サンプリング処理回路（ＣＤＳ回路と略記）により構成され、映像イ
ンタフェース３６を介して入力される撮像信号を内視鏡映像信号（又は内視鏡画像信号）
に変換して、映像信号処理回路４２に出力する。なお、内視鏡映像信号（又は内視鏡画像
信号）を単に映像信号（又は画像信号）とも言う。
【００１４】
　映像信号処理回路４２は、入力される映像信号（画像信号）に対して、処理機能が異な
る複数の回路により映像信号処理（又は画像信号処理）を行い、生成した映像信号（又は
画像信号）を表示装置としてもモニタ１４Ａに出力する。この場合、映像信号処理回路４
２を形成する複数の回路は、検査又は観察しようとする検査部位（観察部位、又は臓器）
に適した設定値となるパラメータに応じた特性で映像信号処理（又は画像信号処理）を行
う。後述するように、図３は、映像信号処理回路４２を形成する複数の回路のパラメータ
の例を示す（映像信号処理回路４２以外のパラメータも示している）。 
　上記不揮発性メモリ３７の情報は、メモリインタフェース４１ｂを介して内視鏡プロセ
ッサ１３Ａの動作を制御する中央処理装置（ＣＰＵと略記）４３により読み取られる。 
　また、内視鏡ＩＤ格納部３８は、内視鏡機種検知回路４１ｃを介してＣＰＵ４３と接続
され、ＣＰＵ４３は、内視鏡プロセッサ１３Ａに接続された内視鏡１１Ａの機種の情報を
取得する。
【００１５】
　なお、内視鏡１１Ｂの場合には、図２の撮像素子３５、映像インタフェース３６、不揮
発性メモリ３７、内視鏡ＩＤ格納部３８が、テレビカメラ１９内に設けられる構造となる
（図示略）。 
　内視鏡プロセッサ１３Ａには、ＣＰＵ４３に接続され、各種の情報を一時的に格納する
ためや、作業エリアとして用いられるメモリ４４と、ＣＰＵ４３とデータバス４５を介し
て接続されたユーザインタフェース制御回路（図２ではユーザＩＦ制御回路）４６、周辺
機器制御回路４７と、ユーザインタフェース制御回路４６に接続されたフロントパネル４
８と、が設けられている。 
　また、内視鏡プロセッサ１３Ａには、当該内視鏡プロセッサ１３Ａの固有の識別情報と
なるシリアル番号（図２等の図面ではＳ／Ｎと略記）を記録したＳ／Ｎメモリ４９が設け
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られ、ＣＰＵ４３と接続されている。そして、後述するようにサーバ２は、内視鏡プロセ
ッサ１３Ａからそのシリアル番号を読み出し、当該シリアル番号毎にサーバ２に接続され
た内視鏡システムの設定値、利用情報を管理する。 
　ユーザインタフェース制御回路４６には上記フロントパネル４８と共に、キーボード１
５Ａが接続され、周辺機器制御回路４７には、ネットワーク装置３、ＶＴＲ１６Ａ、プリ
ンタ１７Ａが接続されている。
【００１６】
　上記映像信号処理回路４２は、ノイズリダクション回路（ＮＲ回路と略記）４２ａと、
プリフリーズ回路４２ｂと、カラーマネジメントシステム処理回路（ＣＭＳ回路又は色補
正回路）４２ｃと、ズーム回路４２ｄと、構造強調回路４２ｅと、オンスクリーンディス
プレイ回路（ＯＳＤ回路）４２ｆと、合成回路４２ｇと、調光回路４２ｈと、パラメータ
制御回路４２ｉとを有する。 
　ＮＲ回路４２ａは、映像信号中のランダムノイズを低減し、プリフリーズ回路４２ｂは
、フリーズ指示によりフリーズされた静止画を表示する場合、フリーズ指示前のプリフリ
ーズ処理を行い、ＣＭＳ回路４２ｃは、カラーモード又はカラー処理モードに対応したカ
ラー補正処理を行う。 
　ズーム回路４２ｄは、電子ズーム処理を行い、構造強調回路４２ｅは、輪郭等の構造を
強調する構造強調処理を行い、ＯＳＤ回路４２ｆは、メニュー画面等を表示する処理を行
う。 
　合成回路４２ｇは、構造強調された映像（画像）にＯＳＤ回路４２ｆで生成されたメニ
ュー画面等を合成し、調光回路４２ｈは、調光信号を生成する。なお、調光回路４２ｈは
、内視鏡画像の明るさを検出する測光回路４２ｈ１を有する。パラメータ制御回路４２ｉ
は、ＮＲ回路４２ａ、プリフリーズ回路４２ｂ、…、調光回路４２ｈ、測光回路４２ｈ１
のパラメータを制御する。
【００１７】
　なお、映像信号処理回路４２は、更に、表示装置に内視鏡画像を表示する際の表示枠の
大きさとしてのマスクを設定するマスク回路４２ｇ１を、例えば合成回路４２ｇ内に備え
る。なお、マスク回路４２ｊを、合成回路４２ｇの外部に設けるようにしても良い。パラ
メータ制御回路４２ｉは、マスク回路４２ｇ１のマスクサイズを決定するパラメータも制
御する。 
　また、映像信号処理回路４２は、例えばＮＲ回路４２ａ内に広い階調で内視鏡画像を表
示できるように輝度制御（例えば、入力信号の輝度レベルに対して出力信号の輝度レベル
を非線形となる特性にして、階調を制御）をする輝度制御回路４２ａ１を有する。この輝
度制御回路４２ａ１をＮＲ回路４２ａの外部に設けるようにしても良い。パラメータ制御
回路４２ｉは、輝度制御回路４２ａ１の輝度制御を行うか否か（ＯＮ／ＯＦＦ）のパラメ
ータも制御する。 
　図３は、例えば内視鏡システム６Ａにおける機能又は特性が変化する主な項目における
パラメータの可変範囲（パラメータ範囲）と、パラメータ範囲よりは狭い可変範囲（設定
範囲）となるメニューにより設定可能な可変範囲（メニュー範囲）とを示す。なお、図３
は１つの具体例を示すものであり、図３とは異なる内容であっても良い。
【００１８】
　具体的には、観察モードに相当する光源装置における照明光、光量、内視鏡プロセッサ
における映像信号処理回路４２におけるＮＲ回路４２ａのＮＲ、プリフリーズ回路４２ｂ
のプリフリーズ、ＣＭＳ回路４２ｃのカラーモード、ズーム回路４２ｄのズーム、構造強
調回路４２ｅの交渉構造強調、マスク回路４２ｇ１のマスクサイズ、調光回路４２ｈの調
光、測光回路４２ｈ１の測光、輝度制御回路４２ａ１の輝度制御等の項目がある。 
　照明光（観察モード）としては、上述したＷＬＩ（の照明光）とＮＢＩ（の照明光）と
がある。光源装置の機種によっては、さらに蛍光観察のための蛍光観察モードに対応した
励起光を発生する機能を有するものがある。この場合には、パラメータ又はメニューによ
り、ＷＬＩ（の照明光）又はＮＢＩ（の照明光）を選択できる。 
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　光源装置における照明光の光量は、パラメータ又はメニューにより、－８～＋８までの
広範囲のレベルで調整できるようになっている。この場合、レベル０が標準の光量となり
、光量パラメータの値の指定によりレベル－８～＋８から１つのレベルの光量に設定する
ことができる。なお、本実施形態においては、レベルｊ（ｊ＝－８～０～８）におけるｊ
の値が大きい程、各回路の処理機能が大きいことを表す。なお、メニューにより光量を変
化させる場合には、増加ボタン（＋ボタン）と減少ボタン（－ボタン）により光量を可変
設定できる。
【００１９】
　ＮＲ回路４２ａによるノイズリダクション（ＮＲ）としては、ＮＲをＯＦＦした場合と
、ＮＲをＯＮした場合におけるランダムノイズを低減する処理レベルとしてレベル１～８
まで可変できる。 
　例えば、パラメータ制御回路４２ｉは、ＮＲ回路用パラメータＰ０により、ＮＲ回路４
２ａのノイズリダクションの機能をＯＦＦ，ＮＲ回路用パラメータＰ１～Ｐ８により、ノ
イズリダクションのレベル１～８を設定する。パラメータ制御回路４２ｉは、以下の他の
回路も、同様に設定する。なお、メニューでは、ＮＲをＯＦＦ、又はＯＮ（所定のＮＲレ
ベル）のみが設定（選択）できる。 
　プリフリーズ回路４２ｂによるプリフリーズに関しては、図３に示すようにプリフリー
ズ機能をＯＦＦにした設定と、プリフリーズ機能をレベル１～８までの任意のレベルに設
定することができる。なお、メニューでは、プリフリーズをＯＦＦ、又はＯＮ（所定のプ
リフリーズレベル）のみが設定（選択）できる。 
　ＣＭＳ回路４２ｃによるカラーモードとしては、ＯＦＦにした場合と、ＯＮにした倍に
おける観察部位又は内視鏡の機種に応じた色補正を行うモードＣ１，Ｃ２，Ｃ３の３つが
用意されている。例えば上部消化管を観察する場合、赤色系に色補正するモードＣ１が用
意されている。
【００２０】
　また、下部消化管を観察する場合、緑色系に色補正するモードＣ３が用意されている。
モードＣ２は、Ｃ１とＣ３の中間のモードである。なお、メニューでは、カラーモードを
ＯＦＦ、又はＯＮ（例えばＣ２）のみが設定（選択）できる。 
　ズーム回路４２ｄによる電子ズーム処理による画像を拡大するズーム倍率としては、１
．０倍（ズーム処理をＯＦＦ）、１．２倍、１．５倍を選択的に設定できるようにしてい
る。メニューでは、ＯＦＦ（１）、又は１．５倍のみが設定（選択）できる。 
　構造強調回路４２ｅによる構造強調に関しては、構造強調をＯＦＦにした場合と、ＯＮ
にした場合においての観察モードや、内視鏡の機種等に応じた設定としてのＡ／Ｂ／Ｅに
おいて、それぞれ構造強調の処理レベル（強度）が異なるレベルとなる１～２４（つまり
Ａ１～Ａ２４／Ｂ１～Ｂ２４／Ｅ１～Ｅ２４）から選択的に設定できるようにしている。
メニューでは、ＯＦＦと、（パラメータの場合に比較して）粗いレベル設定となるＡ１～
Ａ８／Ｂ１～Ｂ８／Ｅ１～Ｅ８のみが設定（選択）できる。 
　また、マスク回路４２ｇ１によるマスクサイズは、表示装置に出力する内視鏡画像のマ
スクサイズを小(Small)、中（Normal）、大(Large)の中から１つを選択的に設定できるよ
うにしている。メニューでは、小、大のみから選択できる。
【００２１】
　また、調光回路４２ｈによる調光は、調光機能をＯＮした自動調光(Auto)とＯＦＦ（手
動）とを選択できる。調光機能をＯＮした自動調光(Auto)の場合には、内視鏡画像の明る
さを適切なレベルに設定するために調光信号を生成するが、生成する際に、レベル１～８
までの調光信号を生成し、光源装置１２Ａの光源制御回路３４に出力する。メニューでは
、調光をＯＦＦ、又はＯＮ（所定の調光レベル）のみが設定（選択）できる。 
　また、測光回路４２ｈ１による測光は、測光を行わないＯＦＦの場合と、測光を行うＯ
Ｎの場合におけるＰｅａｋ（ピーク測光）、Ａｖｅ（平均測光）、Ａｕｔｏ（自動測光）
の３つの測光方法で明るさを検出することができ、測光パラメータにより３つの測光方法
から１つの測光方法を指定する。この場合には、メニューにより測光のＯＦＦ、ＯＮの場
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合のピーク、平均、自動のいずれかの測光を選択できる。 
　ピーク測光は、映像信号のピーク値で明るさを検出し、平均測光は平均値で明るさを検
出し、自動測光は、両者を組み合わせた中間的な測光方法である。 
　輝度制御は、輝度制御ＯＮとＯＦＦとを選択できる。
【００２２】
　術者等のユーザは、図２に示すキーボード１５Ａ又はフロントパネル４８から、内視鏡
プロセッサ１３Ａの映像信号処理回路４２を構成する各回路を動作させる場合の設定値又
は設定情報となる各種のパラメータ（の値）をユーザインタフェース制御回路４６に入力
（選択）することができる。なお、図３に示した項目の情報（パラメータ）は、後述する
サーバ２が取得する情報に含まれる。換言すると、サーバ２は、（該サーバ２に接続され
る）内視鏡システム６Ｉのパラメータの情報を、設定値の情報として取得する。 
　ユーザインタフェース制御回路４６は、入力されたパラメータを、データバス４５を介
してパラメータ制御回路４２ｉに送り、パラメータ制御回路４２ｉは入力されたパラメー
タとなるように映像信号処理回路４２を構成する各回路のパラメータを設定する制御を行
う。映像信号処理回路４２を構成する各回路が設定されたパラメータは、例えばパラメー
タ制御回路４２ｉ内の不揮発性メモリ４２ｉ１に格納される。なお、不揮発性メモリ４２
ｊをパラメータ制御回路４２ｉの外部に配置しても良い。 
　上記合成回路４２ｇから出力される映像信号は、モニタ１４Ａに入力され、モニタ１４
Ａは、映像信号の画像を内視鏡画像として表示する。
【００２３】
　調光回路４２ｈは、生成した調光信号を、光源装置１２Ａの光源制御回路３４に出力す
る。 
　パラメータ制御回路４２ｉは、データバス４５を介して、ネットワーク装置３に接続さ
れた周辺機器制御回路４７と接続される。 
　図２に示すようにネットワーク装置３内のサーバ２は、通信回線４を介して接続された
内視鏡システム６Ｉの設定値の情報と利用情報とを記録（又は保存）する記録部５１と、
（内視鏡システム６Ｉにおける）少なくとも代表的な複数の設定値の場合において内視鏡
プロセッサ１３Ｉにより生成される複数の基準画像を、予め記録（又は保存）する画像記
録部５２と、を有する。 
　なお、後述する動作の説明においては、基準画像は、任意のパラメータの場合に対して
画像記録部５２に記録されている場合として簡略的に説明する。（以下の演算処理部５３
が）代表的な複数の基準画像から、パラメータ値が異なる任意の基準画像を（補間処理等
で）生成するようにしても良い。
【００２４】
　また、サーバ２は、時間的に前に接続された旧内視鏡システムにおける旧内視鏡プロセ
ッサにより生成された基準画像としての旧基準画像と、時間的に後に接続された新内視鏡
システムにおける新内視鏡プロセッサにより生成された基準画像としての新基準画像との
ずれが閾値以内で一致するように演算処理を行う演算処理部（又は演算処理回路）５３を
有する。後述する図７は、旧内視鏡システムに相当する内視鏡システム６Ａと、新内視鏡
システムに相当する内視鏡システム６Ｃがサーバ２に接続された構成を示す。 
　なお、旧内視鏡システム、旧内視鏡プロセッサ、旧基準画像を、それぞれ第１内視鏡シ
ステム、第１内視鏡プロセッサ、第１基準画像のように定義し、新内視鏡システム、新内
視鏡プロセッサ、新基準画像を、それぞれ第２内視鏡システム、第２内視鏡プロセッサ、
第２基準画像のように定義しても良い。また、旧内視鏡システムの設定値を旧設定値、新
内視鏡システムの設定値を新設定値とする場合には、同様に旧設定値、新設定値を、それ
ぞれ第１設定値、第２設定値のように定義しても良い。 
　演算処理部５３は、旧基準画像と新基準画像とのずれ量が閾値以下か否かの判定を行う
判定部を形成する判定回路５３ａを有する。また、演算処理部５３は、第１内視鏡システ
ム又は第２内視鏡システムにおけるパラメータを変更するパラメータ変更部を形成するパ
ラメータ変更回路５３ｂを有する。



(11) JP WO2017/126425 A1 2017.7.27

10

20

30

40

50

【００２５】
　なお、パラメータ変更部を形成するパラメータ変更回路５３ｂは、上記ずれ量が閾値以
下となるように、第２内視鏡プロセッサを含む第２内視鏡システムのパラメータを変更し
て、第２設定値を生成するように定義しても良い。 
　判定回路５３ａ、パラメータ変更回路５３ｂは、演算処理部５３の内部に設ける場合に
限定されるものでなく、演算処理部５３の外部に設けるようにしても良い。 
　演算処理部５３は、旧基準画像と新基準画像とのずれが閾値外となるような場合には、
パラメータ変更回路５３ｂにより第２内視鏡システムにおけるパラメータを変更して、閾
値以内となるように演算処理を行う。また、演算処理部５３は、旧基準画像と新基準画像
とのずれが閾値以内となった場合には、その場合における新内視鏡システムにおけるパラ
メータを新内視鏡システムにおける設定値とする動作を行う。 
　演算処理部５３は、ＣＰＵ又はＤＳＰ（デジタルシグナルプロセッサ）等により形成さ
れ、サーバ２の動作を制御する制御部又は制御回路の機能を持つ。また、サーバ２の演算
処理部５３は、ネットワーク装置３に内視鏡システム６Ｉを構成する内視鏡プロセッサ１
３Ｉが接続された場合には、接続された内視鏡プロセッサ１３Ｉのシリアル番号を、設定
値及び利用情報を含む他の情報と共に内視鏡プロセッサ１３Ｉの周辺機器制御回路を介し
て取得し、そのシリアル番号毎に内視鏡プロセッサ１３Ｉの設定値及び利用情報等を管理
する。
【００２６】
　具体的には、サーバ２（の演算処理部５３）は、図４に示すように、施設の情報、ユー
ザとしての術者、内視鏡プロセッサの機種、内視鏡プロセッサのシリアル番号、内視鏡機
種、内視鏡プロセッサを含む内視鏡システムの設定値、利用情報、の各情報を取得し、記
録部５１に記録する。 
　また、図４においては、内視鏡システムの設定値として、（内視鏡の機種の他に）光源
装置の設定値と、内視鏡プロセッサの（主に映像信号処理回路４２の）設定値とを含む。
【００２７】
　また、サーバ２は、演算処理部５３が旧基準画像と新基準画像とが閾値以内で一致する
か否かの演算処理を行う場合に使用される作業エリアとして用いられるメモリ５４と、ハ
ブ１０に接続され、通信回線４を介して接続された内視鏡システム６Ｉ側と情報（データ
）の送受信を行うデータバッファ（又は送受信部）５５とを有する。 
　なお、図２においては、ハブ１０に３つの内視鏡システム６Ａ，６Ｂ，６Ｃが接続され
た状態を示す。 
　また、設定値（の情報）として、主に光源装置側の設定となる照明光の設定（又は観察
モードに対応した照明光モード、ＷＬＩ、ＮＢＩで略記）、その光量の設定、がある。
【００２８】
　また、設定値（の情報）として、内視鏡プロセッサ側の設定となるＮＲ、プリフリーズ
、カラーモード（カラー補正）、ズーム、構造強調、マスクサイズ、調光（モード）、測
光、輝度制御の設定値を取得する。 
　また、利用情報として、サーバ２に接続した状態で使用するサーバ連携のＯＮ／ＯＦＦ
、周辺機器としてＶＴＲ，プリンタを制御するか否かの利用情報、内視鏡システムの利用
回数、内視鏡システムにおける検査部位の情報等である。 
　より限定された狭義の利用情報としては、図４において、２点鎖線で示すように内視鏡
システムの利用回数、内視鏡システムにおける検査部位の情報に限定しても良い。なお、
利用回数は、サーバ２に接続された状態においての内視鏡システムの利用回数を表す。サ
ーバ２に接続されていない状態において内視鏡システムが検査に使用（利用）される場合
もあり得るが、その場合の情報をサーバ２が確実に取得できないために、上記の場合の利
用回数に含めないが、サーバ２に接続されていない状態において内視鏡システムが利用さ
れた情報をサーバが取得できた場合には、上記の利用回数に含めるようにしても良い。な
お、利用回数として、所定の時間以上の使用を１回分の利用回数と定義しても良い。この
場合には、所定の時間未満の利用は、１回分の利用回数に計数しない。
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【００２９】
　本実施形態においては、サーバ２は、少なくとも内視鏡システムの利用回数、又は内視
鏡システムにおける検査部位の情報を利用情報とし、当該利用情報に基づいて１つの内視
鏡プロセッサ（例えば第１内視鏡プロセッサ）の設定値を、他の内視鏡プロセッサ（例え
ば第２内視鏡プロセッサ）の設定値に設定する処理機能を行う。より、具体的には、演算
処理部５３は、利用情報に基づいて、１つの内視鏡プロセッサの設定値を、他の内視鏡プ
ロセッサの設定値に設定する設定処理部を形成する設定処理回路５３ｃの機能を持つ。 
　なお、上述したように内視鏡は、検査しようとする部位や臓器に応じて内視鏡の機種が
用意されている。このため、内視鏡の機種の情報が利用情報の一部を表すとも言える。図
５は、本実施形態において使用可能な内視鏡の機種の概略を示す。 
　図５に示すように内視鏡の機種としては、上部消化管用内視鏡（ＧＩＦ）、下部消化管
用内視鏡（ＣＦ）、十二指腸用内視鏡（ＴＪＦ）、気管支又は呼吸器用内視鏡（ＢＦ）、
耳鼻科用内視鏡（ＥＮＴ）、泌尿器用内視鏡（ＣＹＦ）等がある。 
　また、本実施形態においては、サーバ２（の演算処理部５３）は、取得した情報から統
計的処理により、利用情報を形成する検査しようとする部位において推奨される推奨設定
値（推奨設定値、又は推奨値）を算出し、記録部５１に記録（保存）する。
【００３０】
　また、本実施形態においては、後述するように利用情報に基づいて１つの内視鏡プロセ
ッサ（例えば第１内視鏡プロセッサ）の設定値を、他の内視鏡プロセッサ（例えば第２内
視鏡プロセッサ）の推奨値に設定する処理機能も備える。 
　図６は、サーバ２により取得される情報例と、取得された情報から統計処理により算出
される推奨値等を表形式で示す。なお、推奨値は、例えば後述する図１０の処理により算
出される。 
　図６に示すようにサーバ２により取得される情報の項目としては、図４において説明し
たものをより具体的に示している。サーバ２は、施設の情報としての病院名（病院サイズ
）、術者、内視鏡プロセッサの機種、内視鏡プロセッサのシリアル番号、内視鏡の機種、
照明光（観察モード）、光量、ＮＲ、…、測光、輝度制御、サーバ連携、周辺機器制御、
利用回数、検査部位の各情報を取得し、取得した各情報をシリアル番号毎に区別して記録
部５１に記録する。また、サーバ２は、内視鏡プロセッサの（サーバ２への）接続時間の
情報も記録部５１に記録する。なお、病院サイズは、最初においては取得されずに病院名
となり、その後の統計処理により分類される。
【００３１】
　例えば、サーバ２は、大病院における術者Ａが、内視鏡プロセッサの機種がＣＶ－１で
、内視鏡の機種がＧＩＦを用いて、照明光がＮＢＩで、光量が６、ＮＲがＯＮ、カラーモ
ードがＣ１，ズームが１、構造強調がＢ７、マスクサイズが大、調光、輝度制御がＯＮ、
サーバ連携がＯＮ、周辺機器制御としてＶＴＲを連携、利用回数が４５７回目の検査部位
としての食道の内視鏡検査を行った情報を取得する。 
　また、接続時間ｔａも記録する。なお、接続時間ｔａ等は、接続した年、月、日、時間
（何時、何分）の情報を含む。このため、記録部５１は、例えば１つの機種の内視鏡プロ
セッサにより、異なる検査部位や、臓器を検査（観察）した場合の履歴情報を含む。 
　また、例えば、術者等により指定された検査部位に関する最新の設定値の情報を、履歴
情報から特定することもできる（そして、新しい内視鏡プロセッサの設定を行う場合にも
、履歴情報を利用することができる）。具体的には、これから術者が臓器を指定して検査
しようとする場合、その臓器において過去において検査がされている、例えば最新の設定
値を利用したいと望む場合がある。そのような場合、履歴情報を利用することにより、（
１つの内視鏡プロセッサが異なる複数の臓器の検査に利用されたような場合においてを）
臓器を指定して、その臓器における最新の設定値を取得したり、最新の設定値に設定した
りすることが簡単にできる。 
　なお、図６における内視鏡プロセッサの機種としてのＣＶ－１，ＣＶ－２，ＣＶ－３は
、ハイエンド、ミドル、ローエンドの機種を簡略的に示す。 
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　他の術者Ｂ～Ｌの場合に関してもサーバ２は、同様の情報を取得し、取得した各情報を
シリアル番号毎に区別して記録部５１に記録する。
【００３２】
　また、サーバ２の演算処理部５３は、取得した各情報に対して、統計的処理を行い、図
６においてExample(推奨値)又は推奨設定値を算出し、記録部５１に（推奨値として）記
録する。 
　なお、図６におけるDefaultは、工場出荷時において設定される初期値の設定例を示し
、この初期値は、記録部５１に記録される。 
　そして、ユーザとしての術者は、内視鏡検査を行う場合、推奨例の設定値の情報をサー
バ２から取得し、内視鏡システムの設定値を推奨例の設定値に設定して、内視鏡検査を行
うことができるようにしている。 
　また、内視鏡システムの設定値を、工場出荷時の初期値に戻したいような場合において
も、ユーザは、サーバ２から初期値の情報をサーバ２（の記録部５１）から取得し、内視
鏡システムの設定値を初期値に設定することも簡単にできるようにしている。 
　図７は、例えば図１又は図２に示した内視鏡システム６Ａと、該内視鏡システム６Ａに
類似した新しい内視鏡システム６Ｃをサーバ２に（内視鏡システム６Ａの接続時よりも）
後から接続した構成例を示す。そして、本実施形態においては、内視鏡システム６Ｃを内
視鏡システム６Ａの設定値に近い特性に設定することもできる。
【００３３】
　なお、図７において、内視鏡システム６Ａの構成は、図２において説明済みであり、ま
た内視鏡システム６Ｃにおける内視鏡プロセッサ１３Ｃ以外の内視鏡１１Ｃ，光源装置１
２Ｃ、モニタ１４Ｃ等は、内視鏡システム６Ａにおける内視鏡１１Ａ，光源装置１２Ａ、
モニタ１４Ａ等と同じ構成である。 
　また、図７に示す内視鏡プロセッサ１３Ｃにおいては、該内視鏡プロセッサ１３Ｃに設
けられた映像信号処理回路４２′は、内視鏡プロセッサ１３Ａに設けられた映像信号処理
回路４２に類似した構成であり、映像信号処理回路４２におけるＮＲ回路４２ａ、プリフ
リーズ回路４２ｂ、…、パラメータ制御回路４２ｉ、不揮発性メモリ４２ｊ等に′を付け
て映像信号処理回路４２′を構成する各回路等の構成要素を示している。 
　内視鏡システム６Ａを構成する内視鏡プロセッサ１３Ａにおける例えば構造強調回路４
２ｅにおけるパラメータの可変範囲は、図３に示すようにＡ／Ｂ／Ｅ１～２４であるのに
対して、内視鏡プロセッサ１３Ｃにおける例えば構造強調回路４２ｅ′におけるパラメー
タの可変範囲が異なり、例えば構造強調回路４２ｅ′におけるパラメータの可変範囲は、
例えばより粗い可変範囲（例えばＡ／Ｂ／Ｅ１～１６）であっても良い。
【００３４】
　そして、このようにパラメータの可変範囲が異なる場合においても、内視鏡システム６
Ｃの設定値を、内視鏡システム６Ａの設定値に近い状態に設定できるようにしている。ま
た、両内視鏡システム６Ａ，６Ｃの両設定値が近い状態に設定することにより、内視鏡シ
ステム６Ｃにおける内視鏡プロセッサ１３Ｃの設定値を、内視鏡システム６Ａにおける内
視鏡プロセッサ１３Ａの設定値に近い状態に設定できるようになる。 
　なお、本実施形態においては、以下に説明するように内視鏡システム６Ｃの設定値を、
内視鏡システム６Ａの設定値に近い状態に設定する場合、利用情報を形成する検査部位を
考慮した設定を行うことが出来るようにしている。 
　術者は、内視鏡システム６Ｃを用いて、例えば食道を検査しようとする場合には、内視
鏡システム６Ａにおいて同じ食道を検査した場合の例えば最新となる設定値に近い設定値
に設定することが、食道とは異なる胃を検査した場合の設定値に近い状態（設定値）に設
定するよりも望まれる。 
　例えば、内視鏡システム６Ａの現在の設定値が胃を検査した場合の設定値である場合に
は、現在よりも前（過去）となり、内視鏡システム６Ｃを用いて、検査しようとする同じ
検査部位（臓器）を検査する場合に設定された、例えば最新の設定値に近い状態（又は設
定値に）設定するよりも望まれる。そして、本実施形態は、このような要請に沿った設定
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処理を行う（図８において後述）。
【００３５】
　また、本実施形態においては、内視鏡システム６Ｃを用いて、検査しようとする検査部
位（臓器）を検査する場合、内視鏡システム６Ａにおける推奨値に近い設定値に設定する
選択も行うことができるようにしている。 
　本実施形態の医療用サーバシステム１は、第１内視鏡プロセッサ（例えば１３Ａ）及び
第２内視鏡プロセッサ（例えば１３Ｃ）が接続されるように構成された接続部を形成する
ハブ１０と、前記接続部に接続された前記第１内視鏡プロセッサから入力される第１内視
鏡画像信号における処理において設定されている第１設定値及び前記第１内視鏡プロセッ
サの利用履歴を含む利用情報を記録する記録部５１と、前記第１内視鏡プロセッサの接続
後に前記接続部に接続された前記第２内視鏡プロセッサの第２内視鏡画像信号における処
理において設定されている第２設定値を、前記記録部５１に記録された前記第１設定値及
び前記利用情報に基づいて生成する設定処理部を形成する演算処理部５３と、を有するこ
とを特徴とする。 
　次に本実施形態の医療用サーバシステム１の代表的な動作を説明する。例えば、図７に
おける内視鏡システム６Ｃの設定値を設定対象となる新設定値（第２設定値）として、内
視鏡システム６Ａの旧設定値（第１設定値）に近い状態に設定する設定動作を説明する。
【００３６】
　また、以下の説明においては内視鏡システム６Ａを旧内視鏡システム（第１内視鏡シス
テム）、内視鏡システム６Ｃを新内視鏡システムとも言う。 
　図８は、医療用サーバシステム１におけるシステム設定動作を含む代表的な処理を示す
。なお、図８中（図９，図１０でも同様）においては、内視鏡システム、内視鏡プロセッ
サをそれぞれシステム、プロセッサと略記する。 
　図２又は図７に示すように、内視鏡システム６Ｃをサーバ２に接続して、内視鏡システ
ム６Ｃの電源を投入すると、内視鏡システム６Ｃは動作状態となる。最初のステップＳ１
において、内視鏡システム６Ｃを使用するユーザとなる術者は、術者名、検査される患者
の性別、年齢、等の初期情報を入力する。なお、このステップＳ１において術者は、検査
部位（検査する臓器）の情報を入力しても良い。 
　次のステップＳ２において内視鏡システム６ＣのＣＰＵ４３は、術者が検査を円滑に行
うことができるように処理項目（作業項目）の選択画面の表示を行う。 
　選択画面を参照して、ステップＳ３において術者は、これから行おうとする処理項目を
キーボード１５Ｃ等により選択する。
【００３７】
　処理項目としては、新内視鏡システム６Ｃを旧内視鏡システム６Ａの設定値に近い状態
に設定するシステム設定処理項目、サーバ２の記録部５１に内視鏡システムの設定値等を
記録情報として記録するように設定値情報等の送信処理項目、記録された記録情報を読み
出し受信する受信処理項目がある。この他に旧内視鏡プロセッサ１３Ａと同じ機種の新内
視鏡プロセッサ１３Ｃの場合において、新内視鏡プロセッサ１３Ｃを、旧内視鏡プロセッ
サ１３Ａと同じ設定値に設定するコピー設定処理項目を設けるようにしても良い。 
　コピー設定処理項目の場合には、新内視鏡プロセッサ１３Ｃは、旧内視鏡プロセッサ１
３Ａの設定値を記録部５１から読み出し、新内視鏡プロセッサ１３Ｃの設定値を、読み出
した設定値に設定すれば良い（図示略）。 
　なお、本実施形態においては、旧内視鏡プロセッサ１３Ａが故障したような場合におい
ても、旧内視鏡プロセッサ１３Ａ、旧内視鏡システム６Ａの情報は記録部５１に記録され
るので、記録部５１に記録された情報を参照して、旧内視鏡プロセッサ１３Ａと同じ機種
の新内視鏡プロセッサ１３Ｃの設定値を旧内視鏡プロセッサ１３Ａと同じ設定値にするこ
ともできる。
【００３８】
　ステップＳ４において内視鏡システム６ＣのＣＰＵ４３は、処理項目としてシステム設
定が選択されたか否かを判定する。システム設定の処理項目が選択されたと判定した場合
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には、次のステップＳ５において術者は、内視鏡システム６Ｃにおいて実際に検査しよう
とする検査部位（観察部位又は臓器）を指定する。 
　次のステップＳ６において内視鏡システム６ＣのＣＰＵ４３は、内視鏡システム６Ｃに
おける設定可能なパラメータ範囲内で詳細に行う詳細処理であるか否かを判定する。 
　術者は、詳細処理で設定を行うことを希望する場合には、詳細処理を選択し、簡易的な
処理となるメニュー範囲内で行うことを希望する場合には、メニュー範囲を選択する。 
　術者により、詳細処理が選択された場合には、ステップＳ７において内視鏡システム６
ＣのＣＰＵ４３は、システム設定を詳細処理で行う情報と、検査部位（臓器）の情報をサ
ーバ２の演算処理部５３に送信する。 
　また、本実施形態においては、術者は、新内視鏡システム６Ｃを、旧内視鏡システム６
Ａにおける推奨される（設定値としての）推奨値と、旧内視鏡システム６Ａにおける（指
定された検査部位に対応した）最新の設定値との一方に近い設定値に設定する処理を選択
することができる。その他に、最新の設定値と異なる他の設定値（例えば、特定の術者の
設定値）を選択したり、条件の情報を入力し、条件を満たす設定値を選択できるようにし
ても良い。
【００３９】
　次のステップＳ８において内視鏡システム６ＣのＣＰＵ４３は、術者により推奨値（に
設定すること）が選択されたか否かを判定し、推奨値が選択された場合には、ステップＳ
９ａに示すように推奨値が選択された情報をサーバ２の演算処理部５３に送信する。なお
、ステップＳ８の処理をステップＳ７の前で行うようにしても良い。そして、ステップＳ
８の次のステップＳ７において、ステップＳ９ａの処理も纏めて行うようにしても良い。
【００４０】
　ステップＳ９ａの次のステップＳ１０ａにおいて演算処理部５３は、検査部位の情報と
推奨値の情報に基づいて、該検査部位を検査する場合及び両内視鏡システム６Ａ，６Ｃの
施設（本実施例では施設５）規模において、旧内視鏡システム６Ａにおいての推奨値（シ
ステム推奨値）を記録部５１から読み出す。図６において、Example(推奨値)と記載され
ている項目が該当する。例えば、内視鏡システム６Ａ，６Ｃの施設が大病院で、内視鏡プ
ロセッサの機種がＣＶ－２であり、検査部位として大腸を指定した場合には、このような
条件に該当する推奨値の設定値が記録部５１から読み出される。 
　また、次のステップＳ１１ａにおいて演算処理部５３は、検査部位を検査する場合の新
内視鏡システム６Ｃの例えば現在の設定値（システム設定値）を、新内視鏡システム６Ｃ
のＣＰＵ４３又は周辺機器制御回路４７を介して取得する。
【００４１】
　なお、新内視鏡システム６Ｃがサーバ２に接続された時に、サーバ２側がその時の設定
値を取得して記録部５１に（取得した時間と共に）記録するようにした場合には、上記現
在の設定値（システム設定値）を記録部５１から取得することもできる。このステップＳ
１１ａにおいて取得される設定値は、（推奨値からのずれが大きい場合には）推奨値によ
り最終的に更新される可能性が高いために、現在の設定値以外の設定値を取得するように
しても良い。 
　また、このステップＳ１１ａにおいて、推奨値（のパラメータ）に近い設定値（のパラ
メータ）を新内視鏡システム６Ｃの設定値に設定し、パラメータを変更する処理回数を低
減するようにしても良い。 
　図７においての説明においては、新内視鏡プロセッサ１３Ｃにおける変更可能なパラメ
ータ範囲と、旧内視鏡プロセッサ１３Ａにおける変更可能なパラメータ範囲とは、一部が
異なると説明しているが、同じである場合もあり得る。 
　例えば、新内視鏡プロセッサ１３Ｃの機種がＣＶ－２であり、推奨値の旧内視鏡プロセ
ッサ１３Ａの機種も同じＣＶ－２であり、両者のパラメータ範囲が一致する場合には、新
内視鏡プロセッサ１３Ｃのパラメータを推奨値のパラメータ値に一致させると、新内視鏡
システム６Ｃの設定値を、パラメータの変更回数を（０に）低減して、推奨値に一致させ
ることができる。
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【００４２】
　従って、新内視鏡プロセッサ１３Ｃの設定値を、例えば故障した（新内視鏡プロセッサ
１３Ｃと）同じ機種の旧内視鏡プロセッサ１３Ａの推奨値に簡単に設定することもできる
ことになる（なお、故障した場合に限定されるものでない）。また、以下のようにパラメ
ータ範囲、機種が異なる場合にも推奨値に近い設定値に設定できるようにしている。また
、同じ機種においても、製造する回路、集積回路などの変更により、古い機種の特性やパ
ラメータ範囲が変更されたような場合においても、推奨値に近い設定値に設定できるよう
にしている。なお、（推奨値の選択でなく）後述する（最新の）設定値に設定する場合に
おいても同様に（最新の）設定値に（閾値以下となる）近い設定値に設定できるようにし
ている。 
　次のステップＳ１２ａにおいて演算処理部５３は、旧内視鏡システム６Ａにより検査部
位を推奨値で検査する場合の基準画像（旧基準画像と言う）を画像記録部５２から読み出
すと共に、新内視鏡システムにより同じ検査部位を検査する場合の基準画像（新基準画像
と言う）を画像記録部５２から読み出す。 
　前述したように、画像記録部５２において、上記の旧基準画像、新基準画像が記録され
ていない場合には、記録されている旧基準画像、新基準画像から一部のパラメータの値を
変更した場合の推奨値の旧基準画像、設定値の新基準画像を演算処理部５３が生成する処
理を行うようにしても良い。 
　次のステップＳ１３において演算処理部５３は、旧基準画像と新基準画像とを比較する
。
【００４３】
　そして、次のステップＳ１４において演算処理部５３（の判定回路５３ａ）は、旧基準
画像Ｉｏと新基準画像Ｉｎとの差の絶対値が閾値以下かの条件を満たすかの判定を行う。
【００４４】
　旧基準画像Ｉｏと新基準画像Ｉｎとの差の絶対値が閾値以下の条件を満たさない場合に
は、ステップＳ１５において演算処理部５３は、新内視鏡システム６Ｃの設定値における
パラメータ値を変更し、更にステップＳ１６において変更されたパラメータ値の設定値（
システム設定値）に対応した新基準画像Ｉｎを記録部５１から読み出す。そして、この新
基準画像Ｉｎを後いてステップＳ１４の処理を行う。 
　図７において説明したように構造強調のパラメータ範囲が異なる場合には、構造強調の
パラメータ値を一致させても、隣接するパラメータ値間のレベル差が、パラメータの可変
数等により異なるために、旧基準画像Ｉｏと新基準画像Ｉｎとの差の絶対値が閾値以下の
条件を満たさない場合がある。このように、条件を満たさない場合には、上記のようにパ
ラメータ値を変更し、対応する新基準画像Ｉｎを記録部５１から読み出し、ステップＳ１
４の処理を行う。
【００４５】
　ステップＳ１４～Ｓ１６の処理を繰り返すことにより、旧基準画像Ｉｏと新基準画像Ｉ
ｎとの差の絶対値が閾値（例えばＴｈ１）以下の条件を満たすように設定することができ
る。なお、この条件を満たす場合においても、旧内視鏡プロセッサ１３Ａと新内視鏡プロ
セッサ１３Ｃとの機種又はパラメータ可変範囲が異なる場合には、さらにパラメータを変
えて同様の処理を行い、旧基準画像Ｉｏと新基準画像Ｉｎとの差の絶対値が最小となる条
件を満たす新基準画像Ｉｎを算出するようにしても良い。 
　ステップＳ１４において上記条件を満たすと判定された場合には、ステップＳ１７にお
いて演算処理部５３は、上記条件を満たす新基準画像Ｉｎの場合の設定値（システム設定
値）を内視鏡システム６ＣのＣＰＵ４３に送信する。 
　ステップＳ１８において内視鏡システム６ＣのＣＰＵ４３は、内視鏡システム６Ｃを送
信された設定値（システム設定値）に設定して、図８の処理を終了する。 
　ステップＳ８において、推奨値が選択されないで、例えば（検査部位に対応した）最新
の設定値が選択された場合には、ステップＳ９ｂにおいて内視鏡システム６ＣのＣＰＵ４
３は、選択された（最新の設定値の）情報をサーバ２の演算処理部５３に送信する。
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【００４６】
　ステップＳ１０ｂにおいて演算処理部５３は、（既に送信された）検査部位の情報に基
づいて、該検査部位を検査する場合における旧内視鏡システム６Ａにおいて設定された最
新の設定値（より具体的にはシステム設定値）を記録部５１から読み出す。 
　また、ステップＳ１１ｂにおいて演算処理部５３は、検査部位を検査する場合の新内視
鏡システム６Ｃの例えば現在の設定値（システム設定値）を、新内視鏡システム６ＣのＣ
ＰＵ４３又は周辺機器制御回路４７を介して取得する。 
　なお、ステップＳ１１ａにおいて述べた場合と類似して、最新の設定値（のパラメータ
）に近い設定値（のパラメータ）を新内視鏡システム６Ｃの設定値に設定し、パラメータ
を変更する処理回数を低減するようにしても良い。 
　次のステップＳ１２ｂにおいて演算処理部５３は、旧内視鏡システム６Ａにより検査部
位を最新の設定値で検査する場合の基準画像（旧基準画像と言う）を画像記録部５２から
読み出すと共に、新内視鏡システムにより同じ検査部位を検査する場合のステップＳ１１
ｂの設定値に対応する基準画像（新基準画像と言う）を画像記録部５２から読み出す。
【００４７】
　ステップＳ１２ｂの処理の後、ステップＳ１３の処理に進む。そして、上述した処理が
行われ、ステップＳ１４の条件を満たさない場合にはステップＳ１５，１６処理が行われ
、ステップＳ１４の条件を満たす場合にはステップＳ１７，Ｓ１８の処理が行われ、図８
の処理を終了する。 
　また、ステップＳ６において詳細処理でなく、メニュー範囲内で行う簡易処理が選択さ
れた場合には、ステップＳ１９において内視鏡システム６ＣのＣＰＵ４３は、メニュー範
囲内で行う情報を検査部位（臓器）の情報をサーバ２の演算処理部５３に送信する。 
　次のステップＳ２０において内視鏡システム６ＣのＣＰＵ４３は、システム設定処理を
行う場合、術者により推奨値が選択されたか、最新の設定値が選択されたかの判定を行う
。 
　次のステップＳ２１において内視鏡システム６ＣのＣＰＵ４３は、直前のステップＳ２
０において選択された推奨値（推奨設定値）又は最新の設定値における選択された一方の
情報をサーバ２の演算処理部５３に送信する。 
　次のステップＳ２２において演算処理部５３は、（ステップＳ１９とステップＳ２１と
の送信情報により）検査部位に対応し、選択された情報に対応する旧内視鏡システム６Ａ
の設定値（旧設定値と言う）の情報を記録部５１から読み出す。
【００４８】
　次のステップＳ２３において演算処理部５３は、旧設定値に対応する旧基準画像を画像
記録部５２から読み出す。また次のステップＳ２４において演算処理部５３は、新内視鏡
システム６Ｃにおいての例えば旧設定値に近い設定値（新設定値と言う）を（該内視鏡シ
ステム６Ｃにおいての）メニュー範囲内で取得する。 
　前述した処理（例えばステップＳ９ａ～Ｓ１２ａ及びステップＳ１３～Ｓ１６）におい
ては図３のパラメータ範囲において行っていたが、この場合にはメニュー範囲において、
ほぼ同様の処理を行う。但し、メニュー範囲では、（パラメータ範囲の場合に比較して）
各項目におけるパラメータの変化範囲が小さく、ＯＦＦ／ＯＮのみのような項目が多い。
そのため、例えば、旧設定値におけるある項目のパラメータが例えばＯＮである場合には
、新設定値として、同じ項目のパラメータをＯＦＦよりは近いＯＮに設定する。 
　なお、仮にある項目において旧設定値に近い新設定値の設定が行い難いような場合には
、メニュー範囲で設定可能な任意の設定値、又は現在の設定値にしても良い。そのような
場合においても、以下の処理で適切に設定できることになる。 
　次のステップＳ２５において演算処理部５３は、新設定値に対する新基準画像を画像記
録部５２から読み出す。
【００４９】
　次のステップＳ２６において演算処理部５３は、旧基準画像Ｉｏと新基準画像Ｉｎとを
比較する。 
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　次のステップＳ２７において演算処理部５３は、旧基準画像Ｉｏと新基準画像Ｉｎとの
差の絶対値が閾値Ｔｈ２以下の条件を満たすか否かを判定する。 
　上記条件を満たさない場合には、次のステップＳ２８において演算処理部５３は、メニ
ュー範囲内においてパラメータを変化させ、更にステップＳ２９においてパラメータの変
化に対応して新基準画像Ｉｎを更新する。そして、ステップ２７の処理に戻る。 
　このようにして、ステップＳ２７の条件を満たす場合には、ステップＳ１７の処理に移
る。この場合、演算処理部５３は、ステップＳ２７の条件を満たす新基準画像Ｉｎに対応
するメニュー範囲内の設定値を新内視鏡システム６Ｃに送信する。そして、新内視鏡シス
テム６Ｃは、送信された設定値に設定されて図８の処理を終了する。 
　なお、ステップＳ１９～Ｓ２９の処理として、旧、新基準画像を用いるようにしている
が、旧内視鏡システム６Ａのメニュー範囲における設定値と旧内視鏡システム６Ａのメニ
ュー範囲における設定値との間において、パラメータを変えた場合の相互の特性の変化量
を推定できるように、両パラメータ間を特性に関連付けたような場合には、（基準画像を
用いないで）新内視鏡システム６Ｃのパラメータの変更から両設定値間のずれ量が所定の
閾値以下になるか否かを判定するようにしても良い。
【００５０】
　ステップＳ４において、術者はシステム設定処理項目でなく、送信処理項目又は受信処
理項目を選択することもできる。 
　送信処理項目を選択した場合には、ステップＳ３１に示すように内視鏡システム６Ｉの
ＣＰＵ４３は、該内視鏡システム６Ｉの設定値等の情報をサーバ２の演算処理部５３に送
信し、演算処理部５３は送信された設定値等の情報を記録部５１に記録する。 
　また、ステップＳ３０において送信処理項目でない処理項目を選択した場合には、ステ
ップＳ３２に示すように内視鏡システム６ＩのＣＰＵ４３は、受信処理項目が選択された
と判定する。そして次のステップＳ３３に示すように内視鏡システム６ＩのＣＰＵ４３は
、受信処理項目の情報をサーバ２の演算処理部５３に送信し、演算処理部５３は、受信処
理項目の情報を内視鏡システム６ＩのＣＰＵ４３が受信できるように送信する。 
　なお、送信処理項目、受信処理項目の情報としては、図６に示したような情報でも良い
し、以下のような情報、つまりサーバ２に接続された例えば内視鏡プロセッサ１３Ｉの設
定値の情報、内視鏡プロセッサ１３Ｉと共に使用される内視鏡１１Ｉ、内視鏡プロセッサ
１３Ｉ及び内視鏡１１Ｉの機種、内視鏡プロセッサ１３Ｉのシリアル番号、内視鏡プロセ
ッサ１３Ｉが設置された施設名、内視鏡プロセッサ１３Ｉを使用するユーザ名（術者名）
、内視鏡プロセッサ１３Ｉの利用情報に含まれる利用回数、検査部位（臓器）の情報等で
も良い。また、これらの情報の一部の情報を選択できるようにしても良い。
【００５１】
　図９は、図８におけるステップＳ１３～Ｓ１６のより具体的な処理例を示す。 
　旧基準画像と新基準画像とを比較する処理が開始すると、最初のステップＳ４１におい
て演算処理部５３は、旧基準画像Ｉｏと新基準画像Ｉｎとをそれぞれ成分画像としての旧
基準成分画像Ｉｏ１，Ｉｏ２と新基準成分画像Ｉｎ１，Ｉｎ２に分解する。 
　なお、旧基準成分画像Ｉｏ１，Ｉｏ２，新基準成分画像Ｉｎ１，Ｉｎ２は、１つの例を
示すものであり、３つの成分画像となる旧基準成分画像Ｉｏ１，Ｉｏ２，Ｉｏ３、新基準
成分画像Ｉｎ１，Ｉｎ２，Ｉｎ３の場合や、１つのみとなる旧基準成分画像Ｉｏ１、新基
準成分画像Ｉｎ１の場合があり得る。 
　例えば、ＷＬＩの場合には赤、緑、青の３つの成分画像となり、ＮＢＩでは、通常２つ
又は１つの成分画像になる（３つの成分画像になる場合にある）。 
　次のステップＳ４２において演算処理部５３は、術者により成分画像の信号値（画素値
）の直接的な比較を行うことを選択したか否かの判定を行う。 
　本実施形態においては、旧基準成分画像Ｉｏ１，Ｉｏ２，新基準成分画像Ｉｎ１，Ｉｎ
２の２次元位置での信号値をそれぞれの特徴量（旧特徴量、新特徴量）とした場合と、１
フレーム分の画像が持つヒストグラムを特徴量とした画像全体が持つ特徴量とした場合と
で、比較を行うことを選択できるようにしている。なお、一方のみを用意して、行うよう
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にしても良い。
【００５２】
　成分画像の信号値（画素値）の直接的な比較を行うことが選択された場合には、ステッ
プＳ４３において演算処理部５３は、１フレーム分の旧基準成分画像Ｉｏ１，Ｉｏ２，新
基準成分画像Ｉｎ１，Ｉｎ２を、同じ２次元位置においての差の積算値をそれぞれ算出す
る。 
　次のステップＳ４４において演算処理部５３は、各差の積算値の絶対値が、それぞれ閾
値以下になるか否かを判定する。 
　各差の積算値の絶対値が、それぞれ閾値以下にならない判定結果の場合には、ステップ
Ｓ４５において演算処理部５３は、新内視鏡システム６Ｃのパラメータを変更する。そし
て、ステップＳ４６において演算処理部５３は、変更したパラメータに対応した新基準画
像Ｉｎを記録部５１から読み出す。 
　ステップＳ４７において演算処理部５３は、新基準画像Ｉｎを成分画像に分解した後、
ステップＳ４３の処理に戻り、上述した処理を繰り返す。そして、ステップＳ４４におい
て各差の積算値の絶対値が、それぞれ閾値以下になった判定結果の場合には、図９の処理
を終了し、図８のステップＳ１７の処理に移る。
【００５３】
　また、ステップＳ４２の処理において信号値の直接的な比較を選択しない場合には、ス
テップＳ４８において演算処理部５３は、ヒストグラムの比較を選択と判定する。 
　ステップＳ４９において演算処理部５３は、旧内視鏡システム６Ａ、新内視鏡システム
６Ｃにおける各成分画像の信号値に対する出現度数（出現数）分布のヒストグラムを算出
する。 
　ステップＳ５０において演算処理部５３は、旧、新内視鏡システム６Ａ，６Ｃにおける
各旧、新成分画像の出現度数（出現数）分布のヒストグラムにおいて、複数の信号値にお
いての出現度数（出現数）の差を積算する。 
　ステップＳ５１において演算処理部５３は、旧、新成分画像間における複数の信号値に
おいての出現度数（出現数）の差の絶対値が、それぞれ閾値以下になるか否かを判定する
。 
　各差の積算値の絶対値が、それぞれ閾値以下にならない判定結果の場合には、ステップ
Ｓ５２において演算処理部５３は、新内視鏡システム６Ｃのパラメータを変更する。そし
て、ステップＳ５３において演算処理部５３は、変更したパラメータに対応した新基準画
像を記録部５１から読み出す。
【００５４】
　ステップＳ５４において演算処理部５３は、新基準画像を成分画像に分解し、更に各成
分画像における信号値に対する出現度数の分布を算出した後、ステップＳ５０の処理に戻
り、上述した処理を繰り返す。そして、ステップＳ５１において各出現度数の差の積算値
の絶対値が、それぞれ閾値以下になった判定結果の場合には、図９の処理を終了し、図８
のステップＳ１７の処理に移る。 
　また、図１０は、サーバ２の演算処理部５３が推奨値を生成する処理例を示す。 
　ステップＳ６１において演算処理部５３は、記録部５１に記録されている情報を参照し
て、内視鏡プロセッサのシリアル番号から各施設（病院）においてそれぞれ使用されてい
る内視鏡プロセッサの数を算出する。 
　ステップＳ６２において演算処理部５３は、施設の規模に対応する内視鏡プロセッサの
数の閾値Ｔｈｌ、Ｔｈｍ（Ｔｈｌ＞Ｔｈｍ）を用いて、各施設を大施設、中施設、小施設
の３つの施設規模に分類する。施設の規模（大きさ）に依存して、検査する場合の設定値
が異なる傾向を反映して、図１０においては、施設の規模に分類して、分類された規模毎
に統計的な推奨値を算出する。なお、各施設毎に推奨値を算出するようにしても良い。 
　ステップＳ６３において演算処理部５３は、同じ施設規模毎に、同じ検査部位において
最も利用回数が高いパラメータの設定値を算出する。この場合、指定した期間において最
も利用回数が高いパラメータの設定値を算出するようにしても良い。例えば、過去のある
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期間から現在までの期間を指定した場合には、演算処理部５３は、指定された期間におい
て同じ施設規模毎に、同じ検査部位において最も利用回数が高いパラメータの設定値を算
出する。
【００５５】
　ステップＳ６４において演算処理部５３は、前のステップＳ６３において算出された最
も利用頻度が高いパラメータの設定値を、その検査部位において推奨される推奨値のパラ
メータの設定値に設定する。 
　ステップＳ６５において演算処理部５３は、推奨値のパラメータの設定値を検査部位と
共に、記録部５１に記録し、その情報を参照（読み出し）可能にする。そして、図１０の
処理を終了する。 
　なお、図８の処理において、内視鏡プロセッサ１３Ｉが最初にサーバ２に接続された場
合には、その内視鏡プロセッサ１３Ｉを含む内視鏡システム６Ｉの設定値及び利用情報を
、接続された時間（情報）と共に記録部５１に記録するようにしても良い。 
　また、図８におけるステップＳ１８の処理後、ステップＳ２９の処理後、ステップＳ３
１の処理後、ステップＳ３３の処理後において、例えば演算処理部５３が、記録部５１に
（内視鏡システム６Ｉの）設定値及び利用情報を記録した時間（期間）から所定期間の経
過毎に記録部５１に記録する設定値及び利用情報を追加するようにしても良い。
【００５６】
　つまり、演算処理部５３は、サーバ２に接続された内視鏡システム６Ｉにおける記録部
５１に設定値及び利用情報を記録した最後の時間情報を読み出し、その時間情報の時間か
ら術者等により設定された所定期間（所定時間）が経過したか否かを判定し、所定期間、
経過した場合には、内視鏡プロセッサ１３Ｉを含む内視鏡システム６Ｉの設定値及び利用
情報を記録部５１に、（記録する際の）時間情報と共に記録するようにしても良い。 
　図１１はこのような処理を簡略的に示す。 
　最初のステップＳ１の後、ステップＳ７１において演算処理部５３は、サーバに接続さ
れた内視鏡プロセッサ１３Ｉが該サーバ２に初めて接続されたか否かをそのシリアル番号
から判定する。 
　サーバ２に初めて接続された場合には、ステップＳ７２において演算処理部５３は、内
視鏡プロセッサ１３Ｉを含む内視鏡システム６Ｉの設定値及び利用情報を内視鏡プロセッ
サ１３ＩのＣＰＵ４３から取得する。 
　次のステップＳ７３において演算処理部５３は、取得した設定値及び利用情報を、取得
した（又は接続された）時間（情報）と共に、記録部に記録する。
【００５７】
　ステップＳ７３の後に、図８のステップＳ２～Ｓ１８の処理、又はＳ２～Ｓ４からＳ３
０，Ｓ３１の処理、又はＳ２～Ｓ４からＳ３２、Ｓ３３の処理を行う。図１１ではステッ
プＳ７３の次の処理を簡略的にステップＳ７４で示す。なお、ステップＳ７１において、
内視鏡プロセッサ１３Ｉがサーバ２に初めて接続された場合でない判定結果の場合には、
ステップＳ７４の処理に移る。 
　ステップＳ７４の次のステップＳ７５においてにおいて演算処理部５３は、サーバ２に
接続された内視鏡システム６Ｉにおける記録部５１に情報が記録された最後の時間から所
定期間が経過したか否かを判定する。なお、所定期間としては、例えば１週間程度の期間
に設定しても良いし、より短い数日程度の期間に設定しても良い。 
　所定期間を経過した判定結果の場合には、次のステップＳ７６において演算処理部５３
は、内視鏡プロセッサ１３Ｉを含む内視鏡システム６Ｉの設定値及び利用情報を、その時
間（情報）と共に記録部５１に記録する。記録部５１は、該記録部５１に記録された情報
を、術者により設定された、又は予め設定された所定期間（例えば１年程度ないし数年間
）、保存する。
【００５８】
　換言すると、サーバ２は、該サーバ２に接続された各内視鏡プロセッサ１３Ｉから、定
期的に、各内視鏡プロセッサ１３Ｉの設定値を含む内視鏡システム６Ｉの設定値及び利用
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　一方、ステップＳ７６において、所定期間、経過していない判定結果の場合には、ステ
ップＳ７６の処理を行わないで、図１１に示す処理を終了する。 
　このように動作する本実施形態によれば、故障や機種の特性が変更になった場合に対し
ても古い内視鏡プロセッサの利用情報に基づいて、新しい内視鏡プロセッサを、古い内視
鏡プロセッサに対応した設定内容に簡単に設定ができる。 
　また、本実施形態によれば、記録部５１が履歴情報を記録するようにしているので、術
者が新しい内視鏡プロセッサを設定する場合、検査（又は観察）を行おうとする検査部位
又は臓器に対応した最新の設定値に近い設定値に設定することを選択することもできる。
また、利用時間を付けた履歴情報を記録するようにしているので、最新の設定値以外の設
定値に設定することを選択することもできる。
【００５９】
　また、本実施形態によれば、演算処理部５３が推奨値を算出し、算出した推奨値を記録
部５１に記録するようにしているので、術者が新しい内視鏡プロセッサを設定する場合、
検査（又は観察）を行おうとする検査部位又は臓器に対応した推奨値に近い設定値に設定
することを選択することもできる。 
　また、本実施形態によれば、内視鏡プロセッサにおける可変設定可能なパラメータ範囲
において詳細に設定することと、パラメータの可変範囲が狭いメニュー範囲のような簡易
的に設定することを選択することもできる。 
　なお、上述した明細書において内視鏡システムにおいての例えば、設定値は、該内視鏡
システムを構成する内視鏡プロセッサにおいての、例えば設定値を含むことは明らかであ
る。また、設定値以外の文言に関しても同様に適用される。 
　なお、上述した実施形態における一部の機能や処理を省略したり、処理の順序を変更す
る等した変形例も本発明に属する。
【００６０】
　本出願は、２０１６年１月１８日に日本国に出願された特願２０１６－６９９３号を優
先権主張の基礎として出願するものであり、上記の開示内容は、本願明細書、請求の範囲
に引用されるものとする。
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【図１】 【図２】

【図３】 【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図９】 【図１０】

【図１１】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月7日(2017.9.7)
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、内視鏡画像を生成する内視鏡プロセッサの設定を行う内視鏡用設定変更装置
に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　上記第１の従来例及び第２の従来例とも、一方の内視鏡プロセッサ、又は旧リモコンの
利用情報を考慮した設定を行っていない。また、第２の従来例では、２つの内視鏡プロセ
ッサが同時に利用される場合を想定した設定を行うため、旧内視鏡プロセッサが故障した
ような場合には新内視鏡プロセッサにおいて旧内視鏡プロセッサに近い特性で使用するよ
うな設定を行うことができない場合が発生する。
　このため、旧内視鏡プロセッサが故障したような場合においても、新内視鏡プロセッサ
の設定を簡単に行うことができることが望まれる。
　また、旧内視鏡プロセッサの機種の特性が変更（改定）されたような場合には、新内視
鏡プロセッサを、旧内視鏡プロセッサの設定内容に近い設定内容に設定することが望まれ
る場合もあり、利用情報に応じて設定ができるようにして、ユーザに対する操作性を確保
できることが望まれる。
　本発明は上述した点に鑑みてなされたもので、故障や機種の特性が変更になった場合に
対しても古い内視鏡プロセッサの利用情報に基づいて、新しい内視鏡プロセッサを、古い
内視鏡プロセッサに対応した設定内容に簡単に設定ができる内視鏡用設定変更装置を提供
することを目的とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本発明の一態様の内視鏡用設定変更装置は、　第１内視鏡プロセッサ及び第２内視鏡プ
ロセッサが接続されるように構成された接続部と、前記接続部に接続される前記第１内視
鏡プロセッサにより、所定の検査部位を検査する際に第１内視鏡画像信号を生成する処理
において設定される第１設定値によって生成された第１画像を記録する画像記録部と、前
記接続部に接続された前記第１内視鏡プロセッサから入力される第１内視鏡画像信号の生
成の処理において設定された前記第１設定値及び前記第１内視鏡プロセッサの前記所定の
検査部位の情報を含む利用情報を記録する記録部と、前記第１内視鏡プロセッサの接続後
に前記接続部に接続された前記第２内視鏡プロセッサにおける、第２内視鏡画像信号を生
成する処理において設定される第２設定値を変更する設定処理部と、を備え、前記設定処
理部は、前記第２内視鏡プロセッサより検査部位の情報を含む利用情報を受信すると、前
記画像記録部より、前記利用情報に基づいて前記第１画像を読み出し、前記第２内視鏡プ
ロセッサで生成された第２画像と前記第１画像を比較して、前記第２内視鏡プロセッサの
前記第２設定値を変更する。
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【手続補正５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１内視鏡プロセッサ及び第２内視鏡プロセッサが接続されるように構成された接続部
と、
　前記接続部に接続される前記第１内視鏡プロセッサにより、所定の検査部位を検査する
際に第１内視鏡画像信号を生成する処理において設定される第１設定値によって生成され
た第１画像を記録する画像記録部と、
　前記接続部に接続された前記第１内視鏡プロセッサから入力される第１内視鏡画像信号
の生成の処理において設定された前記第１設定値及び前記第１内視鏡プロセッサの前記所
定の検査部位の情報を含む利用情報を記録する記録部と、
　前記第１内視鏡プロセッサの接続後に前記接続部に接続された前記第２内視鏡プロセッ
サにおける、第２内視鏡画像信号を生成する処理において設定される第２設定値を変更す
る設定処理部と、
　を備え、
　前記設定処理部は、前記第２内視鏡プロセッサより検査部位の情報を含む利用情報を受
信すると、前記画像記録部より、前記利用情報に基づいて前記第１画像を読み出し、前記
第２内視鏡プロセッサで生成された第２画像と前記第１画像を比較して、前記第２内視鏡
プロセッサの前記第２設定値を変更することを特徴とする内視鏡用設定変更装置。
【請求項２】
　前記第１設定値で動作する前記第１内視鏡プロセッサは、前記利用情報の状態において
生成した前記第１画像が第１特徴量を有し、
　前記第２設定値で動作する前記第２内視鏡プロセッサは、前記利用情報の状態において
生成される前記第２画像が、第２特徴量を有し、
　前記設定処理部は、
　前記第１特徴量と前記第２特徴量とのずれ量が所定の閾値以下か否かの判定を行う判定
部と、
　前記ずれ量が所定の閾値以下となるように前記第２内視鏡プロセッサにおいて変更可能
なパラメータを変更して前記第２設定値を生成するパラメータ変更部と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用設定変更装置。
【請求項３】
　前記記録部は、所定の周期で所定の期間分の前記利用情報を記録することを特徴とする
請求項１に記載の内視鏡用設定変更装置。
【請求項４】
　前記画像記録部は、前記第１内視鏡プロセッサを構成する互いに機能が異なる複数の第
１回路においてそれぞれ設定された前記第１設定値を生成する第１パラメータにおいて生
成される前記第１画像となる第１基準画像と、前記第１内視鏡プロセッサを構成する互い
に機能が異なる複数の第２回路においてそれぞれ設定された前記第２設定値を生成する前
記パラメータが所定のパラメータ値の場合の第２パラメータにおいて生成される前記第２
画像となる第２基準画像と、を予め記録することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用
設定変更装置。
【請求項５】
　前記判定部は、前記第１基準画像を形成する成分画像の信号値に対する出現数分布を表
す第１ヒストグラムと、前記第２基準画像を形成する成分画像の信号値に対する出現数分
布を表す第２ヒストグラムとをそれぞれ前記第１特徴量、前記第２特徴量とし、少なくと
も複数の代表的な信号値において、前記第１ヒストグラムと前記第２ヒストグラムとの差
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の積算値の絶対値が前記所定の閾値以内のずれ量であるか否かを判定することを特徴とす
る請求項４に記載の内視鏡用設定変更装置。
【請求項６】
　前記記録部及び前記設定処理部を含むサーバを有し、
　前記サーバは、前記接続部を介して該サーバに接続された前記第１内視鏡プロセッサ又
は前記第２内視鏡プロセッサから、定期的に前記第１設定値及び前記利用情報又は第２設
定値及び前記第２内視鏡プロセッサの利用情報を取得し、前記記録部に記録するように制
御することを特徴とする請求項１に記載の内視鏡用設定変更装置。
【請求項７】
　前記サーバは、前記接続部を介して該サーバに接続された前記第１内視鏡プロセッサを
使用するユーザ又は前記第２内視鏡プロセッサを使用するユーザから、前記記録部に記録
された前記第１設定値又は前記第２設定値の送信要求に対して、送信要求された前記第１
設定値又は前記第２設定値の情報を前記第１内視鏡プロセッサ又は前記第２内視鏡プロセ
ッサ側に返信することを特徴とする請求項６に記載の内視鏡用設定変更装置。
【請求項８】
　前記サーバは、前記接続部を介して該サーバに接続された前記第１内視鏡プロセッサ又
は前記第２内視鏡プロセッサから、現在設定されている設定値の情報が送信された場合に
は、送信された前記設定値の情報を前記記録部に記録するように制御することを特徴とす
る請求項６に記載の内視鏡用設定変更装置。
【請求項９】
　前記サーバは、前記接続部を介して該サーバに接続された前記第１内視鏡プロセッサ及
び前記第２内視鏡プロセッサの場合を含む内視鏡プロセッサから、該内視鏡プロセッサの
設定値の情報、前記内視鏡プロセッサと共に使用される内視鏡、前記内視鏡プロセッサ及
び前記内視鏡の機種、前記内視鏡プロセッサのシリアル番号、前記内視鏡プロセッサが設
置された施設名、前記内視鏡プロセッサを使用するユーザ名、前記内視鏡プロセッサの前
記利用情報を形成する利用回数の情報を、定期的に取得して、前記記録部に記録情報とし
て取得した時間情報と共に記録し、更に前記内視鏡プロセッサ側から送信を要求された前
記記録情報を前記内視鏡プロセッサ側に送信するように制御することを特徴とする請求項
６に記載の内視鏡用設定変更装置。
【請求項１０】
　前記設定処理部は、前記第２内視鏡プロセッサにおいて変更可能なパラメータ範囲内に
おいて、前記パラメータの値を変更して前記ずれ量が前記所定の閾値以下となる前記第２
設定値を生成する処理と、前記パラメータ範囲よりも狭いメニュー範囲内におけるパラメ
ータの値を変更して前記ずれ量が前記所定の閾値以下となる前記第２設定値を生成する処
理との一方を選択する選択部を有することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用設定変
更装置。
【請求項１１】
　前記設定処理部は、前記第２内視鏡プロセッサを用いた内視鏡検査が行われる場合の臓
器が第１の利用情報として指定された場合には、指定された前記臓器を検査した条件を満
たし、さらに第２の利用情報としての指定された期間において前記第２内視鏡プロセッサ
を用いた内視鏡検査が行われる場合の設定値を前記第１設定値として前記第２設定値を生
成することを特徴とする請求項２に記載の内視鏡用設定変更装置。
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